1 

江戸っ子 は 他国の 土 を 踏まない の を 一 種の 誇りと し 

ている ので、 大体に 旅 嫌いで あるが、 半 七 老人 もや は 

り その 一人で、 若い 時から よん どころ ない 場合の ほか 

に は、 めったに 旅 をした ことが 無い そうで ある。 それ 

がめ ずらしく 旅行した という ことで、 わたしが 訪ねた 

とき は 留守であった。 老婢の 話に よると、 宇都 宫の在 

にいる 老人の 甥の 娘と かが 今度む こ を 取る に ついて、 

わざわざ 呼ばれて 行った という ことであった。 それ か 

ら 十日 ほど 経つ と、 老人から 老婢を 使に よこして、 先 



かがい を 立てる の もあった。 松 坂 町 はかの 吉良 上野 介 

の 屋敷の あった 跡で、 今 はおお かた 町屋 となって いる。 

その 露路の 奥に 善昌 という 尼が 住んで いる。 以前 は 小 

鶴と いって、 そこら を 托鉢の 比丘尼で あつたが、 六、 

七 年 前から 自分の 家に 弁財天 を 祭って 諸人に 参拝 させ 

〈-ゎ や .？ こ 

る ことにした。 本 所に は窟の 弁天、 藁づと 弁天、 鉈作 

やしろ 

り 弁天な ど、 弁天の 社 は なかなか 多い ので あるが、 か 

ま つ 

れが祀 つてい るの は 光明 弁天と いうので あった。 かれ 

したや 

自身の 云う ところに よれば、 ある 夜更けに 下 谷の 

おなりみ ち 

御成 道 を 通る と、 路ば たの 町屋の 雨戸の 隙間から ただ 

ならぬ 光りが 洩れて いるので、 不思議に 思って 視 いて 



の 白い 蝶が どこから か 飛んで 来て、 燈 明の 火 を 片端 か 

ら 消して しまったの であると、 善昌は 不思議 そうに 話 

した。 

二 

蝶の 最も 出盛った の は、 朝の 四ッ時 (午前 十 時) 頃 

から 昼の 八ッ時 (午後 二 時) 頃までで、 八ッを 過ぎる 

ころから 無数の 蝶の 群れ も だんだんに 崩れ 出して、 鐘 

撞 堂の ゆう 七ッ (午後 四時) がき こえる 頃に は、 消え 

るよう に 何処へ か 散り 失せて しまった。 水に 落ちた も 



首の ない 尼の 死骸 は 六 畳の 間に 横たえられて、 役人 

の 検視 をう ける ことにな つた。 本 所 は 朝 五郎と いう 男 

の緦 張りで あつたが、 朝 五郎 は 千 葉の 親類に 不幸が 

あって、 あいにく きのうの 午す ぎから 旅に 出て いるの 

で、 半 七が 神 田から 呼び出された。 半 七 はちょう ど 来 

あわせて いる 子分の 熊 蔵 を 連れて 龃 けつけ た。 地獄の 

釜の 蓋が あくとい う 盂蘭盆の 十六 日 は 朝から 晴れて、 

八ッ (午後 一 一時) ごろの 日 ざ かリは 灼ける ように 暑 か つ 

た。 ふたり は 眼に しみる 汗 を ふきながら 両国 橋 をい そ 

いで 渡る と、 回向 院の 近所に は 藪 入りの 小僧ら が 押し 

合うよう に 群がって いた。 



えんま 

「ここの 閻魔 さ ま は 相 変らず はやるね」 と、 熊 蔵 は 一 ^ つ 

た。 

「はやるの は 結構 だが、 閻魔 さま もちつ と 睨み を 利か 

して くれね え じゃあ 困る。 盆ち ゆうに も 人殺し をす る 

ような 奴が あるんだ からな」 

こんな こと を 云いながら 一 一人 は 弁天 堂に ゆき 着く と、 

露 路の内 そとに は 大勢の 見物人が いっぱいに 集まって 

まち 

いる。 それ を搔 きわけ てはいって ゆく と、 検視の 町 役 

人 ももう 出張って いた。 

「どうも 遅くな りました。 皆さん、 御苦労 さまで ござ 

レ ます」 



すると、 からだが 竦んで 動かれなくなる。 そこへ お 国 

が 来て 騒ぎ立てる。 近所の 者 も 集まって 来る。 いい 頃 

を 見計らって 善昌が 帰って来て、 これ も 弁天 様の 御 罰 

だと 云って 何 かの 御祈禱 をす ると、 与次郎 のから だが 

元の通りになる。 ほかの 者が 縛って 突き出そうと 云つ 

ゆる 

て も善昌 がな だめて 免して やる。 さあ、 こう なれば 諸 

人の 信仰 は 愈 々増して、 弁天 様の 霊験 あらた かで ある 

という 評判が いよいよ 高くなる。 信者が 俄かに ふえる _ 

収入 も 多くなる。 

この 相談 を 持ち かけられて、 与次郎 という 奴 は 馬鹿 

か、 ずうずうしい のか、 それ は 面白い と 受け合って、 
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